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もったいない !食品ロスをなくそう～削減のための３つの「〇〇ない」～
　食品ロスとは、まだ食べられるのに捨てられてしまう食品のことです。日本では現在一人当たり毎日お茶碗約 1 杯
分（約 132 グラム）の食べ物を無駄にしていると言われています（農林水産省及び環境省「平成 29 年度推計」）。
大切な資源の有効活用、ごみ減量への配慮からも食品ロスを減らすことが必要となります。一度に減らすことは難し
いですが、食品ロスをなくすために自分の身近でできることからはじめてみませんか？

　フードドライブとは、家庭で余っている食品を地域の福祉施設な
どに寄付する活動です。
　市では、回収した食品を社会福祉協議会及びＮＰＯ団体を通じて、
児童養護施設等の福祉施設に届けるとともに食品ロスを削減しま
す。市民の皆さんのご協力をお願いします。

■日時　毎月第２水曜日  午後２時から３時半まで（祝日除く）
■場所　小金井市社会福祉協議会前（本町５－36－17）
■回収品目　包装等がしてあり未開封のもので、賞味期限が
　　　　　　1ヶ月以上のもの　
　　　　　　例）お菓子や缶詰、レトルト食品など
　　
※詳しくは市ホームページにてご確認いただくか、ごみ対策課へお問い合わせください。

買いすぎない 作りすぎない 残さない
冷蔵庫内のチェ
ックや、賞味期
限と消費期限の
違いを理解した
上で買い物に行
きましょう。

傷みやすいもの
から調理したり、
冷凍保存などを
うまく活用しま
しょう。皮や茎
を過剰に捨てな
いことも大事で
す。

ご飯を食べきる
ことが一番のご
みの減量につな
がります。生産
者や調理者に感
謝し、美味しく
最後まで食べま
しょう。

「くるくるカメくん」エコバッグ販売中

※　寸法は持ち手を除きます。

問い合わ
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SOLD OUT

ち手ち手手を手をを手を除き除を きき【価格・サイズ表】

ごみの減量、発生抑制の推進及び啓発のため、ごみ減量キャラクター「くるくるカメくん」のエコバッグを販売
しています。お買い物の際、エコバッグを持参すれば、レジ袋や過剰な包装が不要になり、ごみの減量になります。
ぜひご利用ください。
＊販売場所＊ 小金井市役所第二庁舎４階　ごみ対策課窓口

拠点回収でのフードドライブ事業を実施していますに動画をUPしています！

　ごみを出さないエコクッキング」の講座と料理方
法の動画を公開しています。下記 二次元コードを読
み込んでいただくか、「小金井市　エコクッキング」
と検索してください。

危険物の混入に注意！
プラスチックごみは　 マークの有無に関わらず、材質が100％プラスチック製品の
ものです。「刃物・注射針・電池類・ライター・スプレー缶など」は、絶対に混入さ
せないでください。収集員のけがや収集車両・処理場で爆発や火災を起こす原因と
なり、大変危険です。

プラスチックごみで出せないもの（例）

市内で回収したプラスチックごみに混入し発火した電池類▶

ここに掲載したものは一例です。ご不明な点などありましたら、ごみ対策課へお問い合わせください。

燃やさないごみの日に出してください スプレー缶の日に
出してください

有害ごみの日に
出してください

燃やさないごみ
の日に出して
ください

ライター

乾電池

スプレー缶

カミソリ

CD、
DVD

パソコンの
マウス

コード類

スポンジ類キャッシュカード
などのカード類

小型家電
（40cm未満のもの）

※必ず電池を抜く

洗濯
ばさみ

プラスチック以外のものを
プラスチックごみに混ぜないでください！

※電池は、電化製品等から取り
　だし、分けて出してください。

水銀を含むごみ（体温計・血圧計）などは有害ごみへ！
分別ルールの徹底を！

　今年6月4日・5日、7月18日、10月18日、11月21日・28日に可燃ごみに水銀が混入し、
浅川清流環境組合の定める公害防止基準値を超える水銀の濃度が測定されました。直ちに
周辺地域に環境汚染や健康被害をもたらすものではありませんが、市としては深刻な事態
ととらえています。また、11月28日はこの影響により焼却炉の運転を一部停止する事態
になり、業務に支障が出ました。混入状況によっては、焼却炉を長時間運転停止せざるを
得なくなくなり、ごみの収集ができなくなる場合があります。水銀製品などの混入は厳禁
です。適切に処分願います。
また、小金井市の燃やすごみは、日野市内で処理されていることから、施設周辺にお住

まいの皆様および関係者の皆様のご負担を軽減するため、さらなるごみの減量、資源化の
推進に取り組んでいただくようお願いします。

多発しています
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多発していいますてい

電子たばこ、携帯電話、モバイルバッテリーなどの充電式製品には必ずリチウムイオン

電池等が内蔵されています。充電式製品は燃やすごみ、燃やさないごみ、プラスチック　

ごみ等、他のごみの中に混入させず、有害ごみ として出すようお願いします。有害ごみ

リチウムイオン電池 等の　
混入による発火事故発火事故が

（画像提供：東京消防庁）（処理施設で発火した
小金井市のごみ）

（小金井市のごみが発火した
ごみ収集車）

（画像提供：東京消防庁）


